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１　給与改定関係（2010年4月に遡り実施）


　(1) 月例給


　　① 較差　　△0．19％　（△757円）


　【次の職員だけで較差分を負担】


　＊中高齢層職員（40歳台以上：40歳台の職員


が受ける号俸以上の号俸が対象：別表参照）


　　　0．１％引き下げ（55歳を越える方も）


　＊55歳を越える（今年度56歳に達する者）で


　 行政職（一）表の６級以上相当の職員


　　　　 俸給・俸給の特別調整（管理職手当）の


　　　　支給額を1．5％減額（俸給表の改定なし）


　(2) 一時金


　　① 年間０．２月引き下げ（12月で実施）　　


② 4．15月→3．95月


　(3)マイナス較差相当分の減額措置


　　① 調整率　　０．28％


　　② 12月一時金で「制度調整方式」で実施


２　時間外手当の割増率に係って


　「月60時間を超える・・」の積算に「日曜日・


これに相当する日」の勤務時間を含める。


３　非常勤職員の処遇改善関係


　「育児休業・介護休暇制度を適用するための法改


正の申し出を行った。


４　定年延長


　定年年齢を2013年から段階的に65歳に引き上げる申し出を本年中に行うことの再確認。

















昨年の「一人一要求アンケート」に改めて目を通してみて、気づくことは「欠員の問題」「仕事量と定数の問題」、そして、「独自削減による生活苦」に対する不満が本当に多いということです。しかし、同時に気づかされることは、「他力本願」「不満はあるけど怒りにはなっていない」ということです。


「組合はあてにならない」というニュアンスの意見も、少なくない数がありました。私は、一人ひとりが「組合」だと考えます。そう考えると、その人は、「自分はあてにならない」と言っていることになります。


国の勧告を受けて「人事委員会勧告期・賃金確定闘争」へと進んでいきます。一人ひとりが何をすべきか・何ができるか本気で考え実践しないとまたぞら、二重の削減になってしまいます。よ！








2010年度 NO．２０


２０10年８月１１日














組合員数　１，２６４人


署名目標　６，３２０筆


集約数　　１，３２１筆


達成率　　　　　２０％








・総支部


・東部森づくりセンター支部


・北見高等技術専門学院支部


・東藻琴食肉衛生検査所分会


・紋別社会福祉事務所分会


・遠軽町協


・紋別保健所遠軽支所分会


・土現遠軽分会


※漏れていたら、申し訳ありません、報告のあった分です。





発　　　行


自治労全北海道庁


労働組合連合会


網走総支部


（網走市北７条西３丁目）


０１５２－４１－０７７９





別表　【引き下げ対象となる号俸】























